
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和４年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師が９
０％以上

・学年経営指針、学級経営指針、業績評価
表、学力向上対策評価シートに示したマイプ
ランの整合性と一貫性を取り、定期的な学
年部会で取り組み状況を確認し、客観的な
評価を入れながら改善していく。

B

・学年経営指針、学級経営指針、業績評価表、学力向上対
策評価シートに示したマイプランの整合性を取ったり、それ
を基に学年部会で取り組み状況を確認したりした。
・一学期末に、校内研究の一環としてそれぞれの取り組み
についての中間評価と今後の見通しについて関係職員で話
し合う機会を設けた。

B

・学校教育目標を学級経営に具現化し、指導と評価を繰り返し
行うことができたという教師の自己申告の数値は89％だった。
・学年・学級経営案や学力向上対策シートに示したマイプランを
日々の教育実践に生かすことができたという教師の自己申告の
数値は84％だった。

B

・学校教育目標に対して学年や学級単位でしっ
かりと具現化し，100％に近づけられるとよい。
・ぜひマイプランの成果指標を達成したとの自
己評価90％以上を目指してほしい。

●全職員による教科等指導力及び学級
経営力向上に係る研修会の実施

○研究部提案研修を通して自身の授業
力や学級経営力などの長所や課題など
を自覚することができる教師が９０％以
上

・授業力向上授業を全員実施する。
・授業力に関するチェックシートにより、各項
目を視点に自分の授業力について振り返
る。
・D-OODAループを取り入れ、目指す学級の
指針や教師個人の指針に向かって、具体的
手立てを取り入れ、実践する。

B

・ほぼすべての職員が授業力向上授業を実施した。授業力
に関するチェックシートにより、各項目を視点に自分の授業
力について振り返る機会を設けた。
・D-OODAループを取り入れ、目指す学級の指針や教師個
人の指針に向かって、具体的手立てを取り入れ、実践した。
各学級において、各自のD-OODAループシートや学級経営
の記録（ロードマップ）を作成できた。

B

・授業力向上研究会を通して自己の指導力を見直し、日々
の教育実践に活かすことができたという教師の自己申告の
数値は86％だった。
・新学習指導要領の具現化へ向けて具体的な計画を立案
し、計画に基づいた教育活動を展開することができたという
教師の自己申告の数値は89％だった。

B

・学習状況調査の結果から課題も見えたので，
教師の指導の達成数値を児童の結果とつなが
るようにしたい。
・授業力向上研究会等を通してしっかりと振り
返りを行いながらより良い授業の実践に向けて
今後も取り組まれてほしい。

●児童が、自他の生命を尊重する心、
他者への思いやりや社会性、倫理観や
正義感、感動する心など、豊かな心を身
に付ける教育活動

○道徳に関するアンケートで、肯定的な
回答８０％以上を目指す。
〇自分や友達のよさを見つめる時間を
学期に１回以上設定し、思いやったり認
め合ったりする心や寛容の心を育む。

・道徳科の授業づくりや単元づくりについて
の校内研修を行う。
・道徳通信等で情報を共有する。
・自他の良さについて振り返る場を設定し、
その記述を授業に生かす。

B

・道徳通信で授業づくりや単元づくりについての情報を共有
したり、道徳科の授業を公開したりしたことで、道徳教育に
対する教員の意識が高まった。
・行事とつなげながら、自他の良さを振り返る場を設定する
ことができている。今後は、授業に生かすための方略を紹
介し、さらに寛容の心を育んでいく。

A

・学校評価アンケートにおいて、肯定的な回答が８０％以上で
あった。
・全校授業研究会で職員で授業づくりについて考えたことで、道
徳性を高めることへの職員の意識が高まった。
・行事と関連付けながら授業を行い、自己を振り返る機会を作る
ことで、日常へ生かす道徳教育の取り組みができた。

A

・道徳の授業はとても重要であると考える。今
後も各学年に応じた内容で実施してほしい。
・これからもコミュニティに注視し，今後の良い
変化に期待したい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○いじめ防止等（いじめの定義、いじめ
の防止等のための取組、事案対処等）
について組織的対応ができていると回
答した教員90％以上
〇いじめやいじめにつながる行為の有
無について、職員間で共通理解を行う場
を月１回以上設ける。

・「いじめ・命を考える日」を中心に月１回「心
のアンケート」を調査と聞き取りを行い、いじ
めの見落としを０(ゼロ)にする。
・いじめ対応の研修により全ての職員が意
識を高め、早期発見、早期対応ができるよう
にする。　気になる児童については、部会や
全体会で学級や保健室での様子・対応につ
いて共有する。

A

・いじめ防止等について組織的対応ができている
と回答した教員90％以上
・気になる児童については教育相談部会等で情
報を月1回程度共有している。
・夏休みに行った自殺防止やLGBT等の研修によ
り、いじめ防止に対する意識が高まった。

A

・１２月のアンケートよりいじめ防止等について組織的
対応ができていると回答した教員90％以上
・気になる児童については教育相談部会等で情報を
月1回程度共有した。職員みんなでいじめへの対応や
困り感を持っている児童への関わりに意識を高めるこ
とができた。

A

・長年のいじめ防止の取組が共通認識となり得
ている。
・細かな所まで目を配っていただき大変だと思
うが，今後も引き続き対応をお願いしたい。
・アンケートでは，困ったことを家の人や先生に
話していないという子がまだ多いと感じたので
改善を。

◎学ぶ意味を見出し、自分の目標達成
に向けて意欲的に、粘り強く取り組もうと
するための教育活動

◎学習を通して、成果と課題を実感した
り、次の目標を立てたりすることができる
子供が80％以上。

・子供自身が主体的に問題解決したり、自己
調整しながら学びを深化させる授業実践を
行う。
・各教科における単元の週末や道徳、特別
活動等の時間に、学習や学校生活を振り返
る機会を設定し自己の変容を捉えさせる。

C

・一学期に教科（国語か算数），道徳か特活の２本の授
業実践をそれぞれ行い，指導力の向上を図った。
・振り返りの実態はまだ調査できていない。キャリアパ
スポート等を活用して，定期的に振り返る機会を設定
することが必要である。

A

・校内研究等で子供主体の授業改善に取り組んだ。90%以上の
子供が学習に進んで取り組むことができていると答えている。
・全職員が道徳や特別活動等の時間を使い，子供に自分の成
長や学ぶ意味について考えさせたり，気付かせたりする機会を
設けることができた。

A

・子供たちの「やりたい」意欲に応えた先生方と
地域の方に感謝。
・今後も児童自身が振り返る機会を定期的に行
い，日々の成長を実感できるようにして欲しい。
・子供たちによく機会を与えてもらっている。

●健康・体つくり

●規則正しい生活と望ましい食習慣の
形成

●「健康に食事は大切である」と考える
児童100％
○早寝・早起き・朝ごはんを意識して、規
則正しい生活をしている児童が85％以
上

・保健便りや給食便り、アンケートを通して、
保護者や児童に啓発を行う。特別活動、家
庭科、保健等の授業を通して、健康・体つく
りの意識をさらに高める。
・食育だよりの発行と家庭へのアンケートを
実施し、自分の生活を振り返り、実践しようと
する意識を高める。

B

・各種便りを配布し、学級通信においても望ましい食習慣や健康的
な体つくりについて啓発したり、アンケートを実施したことで保護者
や児童の意識を高めることができた。体育、特別活動、家庭科等
の授業や、毎日の給食指導を通して、健康・体つくりについて指導
を行うことができており、学級において栄養教諭と連携した食に関
する指導を実施した。
・「健康のために食事は大切である」と答えた児童は98.8％であり、
「早寝・早起き・朝ごはん」ができていると答えた児童は82％であっ
た。2学期に生活調査を実施し、児童と家庭へさらに働きかけを行
う。

B

・「早寝・早起き・朝ごはん」ができていると答えた児童は79％であり、わ
ずかに減少した。生活状況調査を2回（6月、11月）に実施し、ほぼ100％
の児童が毎日朝ごはんを食べて登校しているが、早寝と早起きができ
ていない児童が多く見られた。振り返りでは、自らの食生活を振り返るこ
とで課題に気づき、生活を改善しようとする意欲を示す子どもたちが多
かった。食生活は家庭の協力が不可欠であるため、保護者へさらに働
きかけを行う必要がある。
・各教科等や、給食の時間を通して、健康・体つくりについて指導を行う
ことができており、保健便り、給食便り、食育便りを配布し、保護者へ健
康や望ましい食習慣について啓発した。

B

・早寝・早起き・朝ごはんが出来ている割合が
高いとは言えない。家庭の協力が必要な部分
であるが，この数値を向上されたい。
・早起き・朝食等の基本的生活習慣は家庭が
基本。毎回の発信であきらめず呼びかけを。
・保護者と子供が生活や食事について一緒に
考える機会があるとよい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●時間外在校等時間の上限（１か月45
時間）以上が年間６か月を超えないよう
にする。業務改善を意識して働くことが
できたと回答する職員を70％以上にす
る。

・退勤目標時刻19:00から逆算し、放課後の
時間を効率的に使って業務にあたることを
意識する。
・「例年通り」を見直し、分掌事務等の内容
の変更や削減につなげる。

B

・「1か月・1年間の上限を超えないように意識してして
業務している」が概ねできていると答えた職員は70％
であった。超勤過多が続かないように集計表等で自己
管理するとともに，放課後を効率よく使うことをさらに推
進していく。

B

・後半期は，上限を意識して業務している職員が54％で
あった。公開授業等，年度末へ向けた業務の多さが多忙
感につながっている。一方，休暇の取得率は高い。めりは
りのある働き方と同時に，年間を見通した業務の平準化も
推進していく必要がある。

B

・公開授業や日々の業務で大変と思うがぜひ
年間を見通した業務の在り方を検討してそれ
ぞれバランスある業務改善をめざして欲しい。
・繁忙期はどの仕事にもある。心と身体の健康
に留意をしてほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○全職員による授業や教室環境等のユ
ニバーサルデザイン化の取組

〇学級や子供の実態を踏まえ、学びや
すい、過ごしやすい授業や環境等のUD
化を意識したと回答する教員90%以上。

・個別の支援計画の評価・修正を行い、個に
応じた支援や学校全体の指導等の方向性を
共有し連携しながら指導・支援を行う。
・お互いの授業を参観して意見交換をしなが
ら，理解を深め、子供に寄り添ったUD化を行
うことができるようにする。

A

・配慮を要する児童について保護者、職員、関係機関等と情報交
換をし具体的な支援を探ることができた教員100％を達成。前期の
評価を生かして後期の指導・支援につなげていく。
・UD化を意識して授業を行ったり，教室環境を整備することができ
た教員92％。後期は授業後の振り返りを通して，更なる意識向上
を目指す。
・研修会を実施し，「合理的な配慮を取り入れた学級経営と授業」
の理解を深めることができた。

A

・配慮を要する児童について，保護者，職員，関係機関等と情報交換を
し具体的な支援を探ることができた教員は96％であった。ほとんどの教
員が実態に応じた具体的な支援をすることができた。
・UD化を意識して授業を行ったり，教室環境を整備したりすることができ
た教員100％を達成。UDへの意識は確実に高まっていた。
・合理的な配慮を取り入れた学級経営や授業を実践することができた。
実践をお互いに交流する中で高まりが見られた。

A

・配慮を要する子供たちに対して個々の状況に
応じた支援を行っていただいている。誰一人取
り残さない授業を目指して引き続き実践された
い。
・現在はうまく機能している。
・今後もUDの意識を高くもち，頑張っていただき
たい。

○生徒指導の充実

○全職員による基本的な生活習慣の確
立に向けた共通実践

○「児童の生活習慣における課題を把
握し改善したり予防したりするために、
具体的な実践を行っている。」と答える
教員の割合を９０％以上にする。
〇ＱＵを活用し「全体集団成立期」まで
高めることができたという実感できた教
師を８０％以上にする。

・D-OODAループを活用しながら生徒指導に
おける視点を事前に示し、実態を把握して研
修を行う。
・「あいことばはそれマル」を合言葉に職員
が情報を共有し生活習慣の確立を目指す。
・学級集団形成のステップを活用し、自分の
学級の状態の振り返りができるようにする。

A

・実態を把握しながらその時の子供の状態を捉えながら予
防的生徒指導を行うことができた。後期は開発的生徒指導
を目指し進めていく。
・生活向上委員会が「あいことばはそれマル」をもとに「日本
一そろう本庄小」を掲げ後期に向けて取り組みを行ってい
く。
・ＱＵや月のアンケートをもとにクラスの状況を把握した。今
後も継続して続けていく。

A

・「自律した子ども」を育てることを掲げＤ－ＯＯＤＡループを学年
で考えてもらい実態をもとにこまめに手立てを考えることができ
た。
・生活向上委員会で定型的な放送を行うのではなく、現状を見て
課題にあった放送をしようと子どもたちから活動の形の変容が
見られた。
・後期のＱＵを学年間で共有し児童へのかかわりを考えてること
ができた。

A

・先生方は真面目なので，「子と親」を追い詰め
すぎないよう願う。
・子供たち自ら考え，実行されている。
・アンケートでは達成の自己評価をした児童・
職員が低い傾向にあると感じる。もう一歩踏み
込んだ具体的実践も必要なのでは。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

自ら学び（知）、豊かな心をもち（徳）、たくましく生きる（体） 本庄っ子の育成

　～ 「昨日の自分より、今日の自分」で やりぬく力 を身につける！～

３　本年度の重点目標

①　研究主題「学び続ける学校」の目標達成に向けて、「主体的に学習に取り組む態度」の育成を視点に授業改善に取り組む。

②　学習指導や生活指導，環境等において、ユニバーサルデザイン化を推進する。

③　学校生活における基本的な生活習慣及び「学校の新しい生活様式」の徹底を図る。

・授業力向上授業・研究会を通して職員全員が授業改善に取り組み，D-OODAループの考えを取り入れて自己の長所や課題を踏まえながら日々の教育実践（教科等の授業や学級経営）を行うことができた。学習状況調査では，４～6年生各教科で，６教科中４教科が県平均を上回った

が，数値の低下や伸び悩みも見られる。引き続き学力向上の取組の重点化を図る必要がある。

・特別支援教育に対する職員の理解や実践は進んできている。次年度は，ユニバーサルデザインの考え方をさらに推進し，すべての教育活動・すべての児童に目を向け，一人一人の個に応じた指導・支援の在り方を探り，合理的配慮の充実を図っていきたい。

・次年度はコミュニティスクールとして2年目を迎える。そのよさを十分に生かせなかった今年度の課題を踏まえながら「地域とともにある学校」の実現に向けた学校運営をさらに推し進めていきたい。

●心の教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

学校関係者評価

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価

学校名 佐賀市立本庄小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

１　前年度

　　評価結果の概要

・学ぶ意欲の向上を目指し、学習指導要領に即した資質・能力を育てるために、更なる授業改善の取組が必要である。

・全職員がＵＤ化の意識を高め、日々の教育活動を通して特別支援教育の更なる充実を図っていく必要がある。

２　学校教育目標


